
取　扱　説　明　書

製品コード K28187 K28188
型　　式 MRG1562 MRG1862
製品コード K28189 K28190
型　　式 MRG2162 MRG2462

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

リヤグレーダ



■仕　様

型　式
作業幅

mm
機体寸法 mm 重量

kg
ブレード

全長 全幅 全高 高さ mm 幅 mm 可変角

MGR1562 1500

950

1500

1000

170

450

1500

左右各 2 段

　25°/12.5°
MGR1862 1800 1800 190 1800

MGR2162 2100 2100 210 2100

MGR2462 2400 2400 230 2400
左右各 2 段

28°/14°

 ※ 仕様は予告なく変更する場合があります。
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 安全に作業するために

安全に関する警告について

印付きの警告マークは安全上、特に重要な項目を示しています。
警告を守り、安全な作業を行ってください。

 危 険 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことに
なるものを示します。

 警 告 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性
があるものを示します。

 注 意 その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるものを
示します。

警告ラベルの貼り付け位置

部品供給
型 式

式型
MODEL

製造番号
MFG.  NO.

部品注文の際、部品供給型式を連絡ください。

部品番号　1061641000

部品番号　1511790000

－ ラベルが損傷したときは －
警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。

ラベルが損傷したときは、すみやかに貼り替えてください。

注文の際には、この図に示す　部品番号　をお知らせください。
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安全操作上の注意点

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。

作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用く

ださい。

作　業　前　に

取扱説明書は製品に近接して保存を

	注意
●	機械の取り扱いで分からない事があったと

き、取扱説明書を製品に近接して保存してい

ないため、自分の判断だけで対処すると思わ

ぬ事故を起こし、ケガをする事があります。

	 取扱説明書は分からない事があったときにす

ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し

てください。

取扱説明書をよく読んで作業を

	注意
●	取扱説明書に記載されている安全上の注意

事項や取扱要領の不十分な理解のまま作業

すると、思わぬ事故を起こす事があります。

	 作業を始めるときは、製品に貼付している警

告ラベル、取扱説明書に記載されている安全

上の注意事項、取扱要領を十分に理解して

から行ってください。

こんなときは運転しないでください

	警告
●	体調が悪いとき、機械操作に不慣れな場合な

どに運転すると、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 次の場合は、運転しないでください。

□	過労、病気、薬物の影響、その他の理由

により作業に集中できないとき。

□	酒を飲んだとき。

□	機械操作が未熟な人。

□	妊娠しているとき。

服装は作業に適していますか

	警告
●	作業に適さない服装で機械を操作すると、衣

服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷

害をまねく事があります。

	 次に示す服装で作業してください。

□	袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□	ズボンや上着は、だぶつきのないものを着

用する。

□	ヘルメットを着用する。

□	はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは

しない。

機械を他人に貸すときは

	警告
●	機械を他人に貸すとき、取扱説明書に記載さ

れている安全上の注意事項や取扱要領が分

からないため、思わぬ事故を起こす事があり

ます。

	 取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して

使用前にはよく読むように指導してください。

機械の改造禁止

	注意
●	機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン

ト・部品などを取り付けて運転すると、機械

の破損や傷害事故をまねく事があります。

	 機械の改造はしないでください。

	 アタッチメントは、当社指定製品を使用して

ください。

	 部品交換するときは、当社が指定するものを

使用してください。

始業点検の励行

	警告
●	機械を使用するときは、取扱説明書に基づき

始業点検を行い、異常箇所は必ず整備を行っ

てください。

	 　守らないと、機械の破損を引き起こすだけ

でなく、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故

により、死亡または重傷を負う危険性があり

ます。
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エンジン始動・発進するときは

	警告
●	エンジンを始動するとき、トラクタの横やス

テップに立ったまま行うと、緊急事態への対

処ができず、運転者はもちろん周囲にいる人

がケガをする事があります。

	 運転席に座り、周囲の安全を確認してから

行ってください。
●	エンジンを始動するとき、主変速レバーを

「Ｎ」(中立 )にして行わないと、変速機が接

続状態になっているため、トラクタが暴走し

思わぬ事故を起こす事があります。

	 主変速レバーを「Ｎ」(中立 )にして行って

ください。
●	エンジンを始動するとき、作業機を下限まで

降ろして行わないと、不意に降下または上昇

して、周囲にいる人がケガをする事があります。

	 作業機を下限まで降ろして行ってください。
●	急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ

り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻

き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。

	 周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してく

ださい。
●	室内で始動するとき、排気ガスにより中毒に

なる事があります。

	 窓、戸などを開け、十分に換気してください。

作業機を着脱するときは

	警告
●	トラクタの 3点リンクに作業機を着脱するた

めにトラクタを移動させるとき、トラクタと

作業機の間に人がいると、挟まれてケガをす

る事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

	注意
●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	作業機をトラクタに着脱するとき、エンジン

をとめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけ

ずに行うと、思いがけない原因でトラクタや

作業機が不意に動き出し、事故を起こす事が

あります。エンジンをとめて、駐車ブレーキ

をかけて行ってください。
●	装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。

	トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ

ランスを取ってください。

本機をトラクタにマッチングして公道走行するとき

は下記の法令を順守してください。

道路交通法、道路車両運送法、道路法。

公道走行するときは

	危険
●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときは運行速度15㎞／ h以下

で走行してください。

	 但し、日本農業機械工業会ホームページにて

車両（トラクタ）と作業機の組み合わせの安

定性が確認されている場合は、運行速度 35

㎞／ h未満での運行が可能になります。

	 その場合は制限車両ラベルと運行制限ラベル

をはがしてください。

	 ※一般社団法人日本農機機械工業会

	 　http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

	警告
●	公道走行するときは作業機がトラクタにしっか

りと装着されていることを確認してください。

	 　守らないと走行中に作業機が外れ、周囲の

人に当たり、死亡または重傷を負わせる危険

性があります。
●	公道走行するときは作業機に肥料、工具、部品

などを積載した状態で走行しないでください。

	 　守らないと走行中に積載物が落下し、死亡

または重傷を負う危険性があります。
●	公道走行する前に灯火器、反射器の点検・

清掃を行い、点灯・視認性を確認してくださ

い。

	 夜間走行時は作業機の尾灯を点灯させてくだ

さい。

	 　守らないと、後続車に追突されるなど思わ

ぬ事故に巻き込まれ、死亡または重傷を負う

危険性があります。
●	公道走行するときは、スタンドを上げ、ロッ

クピンを中央の穴に入れ、ロックを確実に

行ってください。

	 　守らないと、走行中のスタンド脱落やブ

レードの不意の動作が起こり、周囲の人が死

亡または重傷を負う危険性があります。
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	注意
●	作業機の重みによりトラクタの制動距離が延

びる可能性があります。

	 早めにブレーキをかけるようご注意ください。
●	作業機に付着していた雪、土などが道路上に危

険な状態で放置されると法令違反となります。

	 公道走行する前に清掃を行い、付着物を除

去してください。

移動走行するときは

	危険
●	移動走行するとき、トラクタのブレーキペダ

ルが左右連結されていないと、片ブレーキに

なり、トラクタが左右に振られ横転などが起

こり、思わぬ事故をまねく事があります。

	 ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは

左右連結して使用してください。

	警告
●	トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ

クタから転落したり、運転操作の妨げになっ

て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも

ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを

する事があります。

	トラクタには、運転者以外の人は乗せないで

ください。
●	急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と

されたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 急制動・急旋回はしないでください。
●	坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎる

と、転倒あるいは転落事故を起こす事があり

ます。

	 低速走行してください。
●	旋回するとき、作業機が旋回方向とは逆方向

にふくれるため、周囲の人に接触しケガをさ

せたり、対向物・傷害物に衝突しケガをする

事があります。周囲の人や対向物・障害物と

の間に十分な間隔を保ってください。
●	側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路

肩を走行すると転落事故を起こす事がありま

す。

	 路肩は走行しないでください。
●	高低差が大きい段差を乗り越えようとする

と、トラクタが転倒あるいは横転し、ケガを

する事があります。

	 あゆみ板を使用してください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて走行すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物などはのせないでく

ださい。

●	走行するときは、スタンドを上げ、ロックピ

ンを中央の穴に入れ、ロックを確実に行って

ください。

	 　守らないと、走行中のスタンド脱落やブ

レードの不意の動作が起こり、周囲の人が死

亡または重傷を負う危険性があります。

作　業　中　は

作業するときは

	警告
●	作業をするとき、周囲に人を近づけると、機

械に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて作業すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物などはのせないでく

ださい。
●	わき見運転をすると、周囲の傷害物の回避や、

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転

してください。
●	手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、

事故を起こす事があります。

	 しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。
●	ハウス内などの室内作業をするとき、排気ガ

スにより中毒になる事があります。

	 窓、戸などを開け、十分に換気をしてくださ

い。

	注意
●	調整や、付着物の除去などをするとき、エン

ジンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキを

かけずに行うと、思いがけない原因でトラク

タが動き出し、ケガをすることがあります。

エンジンをとめて駐車ブレーキをかけて行っ

てください。
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トラクタから離れるときは

	警告
●	トラクタから離れるとき、傾斜地や凹凸地な

どに駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ

事故を起こす事があります。

	 平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を

防いでください。
●	トラクタから離れるとき、作業機をあげたま

まにしておくと、第三者の不注意により不意

に降下し、ケガをする事があります。

	 下限まで降ろしてからトラクタを離れてくだ

さい。

作業が終ったら

終業点検の励行

	警告
●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

	注意
●	作業機の点検を怠ると、機械の調整不良や破

損などが放置され、次の作業時トラブルを起

こしたり、ケガをする事があります。

	 作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検

を行ってください。
●	作業機トラクタから切り離すとき、エンジン

をとめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけ

ずに行うと、思いがけない原因でトラクタや

作業機が不意に動き出し、事故を起こすこと

があります。エンジンをとめて駐車ブレーキ

をかけて行ってください。
●	点検整備をするとき、傾斜地や凹凸地または

軟弱地などで行うと、トラクタが不意に動き

出し、事故を起こすことがあります。平坦で

地盤のかたい所で行ってください。
●	点検整備をするとき、エンジンをとめずに、

あるいは、駐車ブレーキをかけずに行うと、

思いがけない原因でトラクタが動き出し、ケ

ガをすることがあります。エンジンをとめて

駐車ブレーキをかけて行ってください。

不調処置・点検・整備をするとき

	警告
●	配線に損傷があると、発煙・発火につながる

おそれがあります。

	 損傷がある場合には作業を中止し、部品交換

を行ってください。
●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

	注意
●	機械に異常が生じたとき、そのまま放置する

と、破損やケガをする事があります。

	 取扱説明書に基づき点検・整備を行ってくだ

さい。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬケガをする事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	不調対応処置・点検・整備をするとき、エン

ジンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキを

かけずに行うと、思いがけない原因でトラク

タが動き出し、ケガをすることがあります。

エンジンをとめて駐車ブレーキをかけて行っ

てください。
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１　トラクタへの装着

適切な装着で安全な作業をしましょう。

１　各部の名称とはたらき

トップリンクピン

バックランプ

トップマスト

トップステー

ロックピン

ブレード

エッジ

スタンド

灯火器コネクタ

ロワーリンクピン

メインフレーム

リヤランプ

機体後方

１.	ブレード

	 両面ブレードで前・後進作業が行えます。

	 ほ場の均面や除雪作業などに使用します。

２.	ロックピン

	 ワンタッチでブレード角度を調整します。

３.	リアランプ・バックランプ

	 トラクタと連動し、ランプが点灯します。

	 公道走行するために必要な部品です。
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２　適応トラクタの範囲

本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に性

能を発揮できるように設計されています。

不適切なトラクタとの装着によっては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしたり、トラクタの運転操作

に著しい悪影響を及ぼすことがあります。

この製品の適応トラクタは次のとおりです。

型 式 適応トラクタ

ＭＲＧ１５６２
１１～２２ ｋＷ

（１５～３０ ＰＳ）

ＭＲＧ１８６２
１５～２９．５ ｋＷ
（２０～４０ ＰＳ）

ＭＲＧ２１６２
２２～４４ ｋＷ

（３０～６０ ＰＳ）

ＭＲＧ２４６２
２９．５～５９ ｋＷ
（４０～８０ ＰＳ）

本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用する

と、負荷に対し十分なパワーがでないことがあります。

逆に、適応トラクタよりも大きなトラクタでのご使用

は、本作業機の破損の原因になることがあります。

３　組立部品

１.	解梱

	 梱包枠に固定している部品をほどいてくださ

い。

２.	組立部品の明細

	 梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要

部品がそろっているか確認してください。

３.	組立

	 各部品の組立に必要なボルト、ナット類は、梱

包明細の符号を参照してください。

４.	トウカキＡＳＹの組立

	 詳しい手順や配線方法は、付属の“灯火器組立

要領書”（2ページ構成）で確認してください。

（１）	トウカキＡＳＹを本体にボルト・ナットで固定

してください。

（２）	本体に途中まで配線されているコードとコネ

クタを接続し、インシュロックタイで各部を固

定してください。

（３）	ランプが正常に作動するか、動作確認を行っ

てください。

フランジナイロンナット；Ｍ８

コガタナット；Ｍ８ボルト；Ｍ８×８０（ゼン）

トウカキＡＳＹ

スタンドＡＳＹ

デルタピン；９

トップマスト

バネザガネ；Ｍ２０

※ナット；Ｍ２０

ボルト；Ｍ２０×６０

バネザガネ；Ｍ２０

※ナット；Ｍ２０

ボルト；Ｍ２０×１４０

カラー

　※	Ｍ２０締め付けトルク３９９±４０Ｎｍ。　
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４　オプション

オプションを用意しています。（※３）

部品番号 部品名称 備考

ASR1562 サイドカバー
アタッチメント

本機の両端に装着する

ことで、土を抱え込ん

で均平作業を行いま

す。装着方法はアタッ

チメントに付属の組立

要領書に記載されてい

ます。

ABR1562 ブラケット
アタッチメント

本機に装着することで

GPS 受信機の台座とし

て利用できます。装着

方法はアタッチメント

に付属の組立要領書に

記載されています。

160403*000 ヘンカンハーネス

トラクタ側の外部電装

品取出し口がDIN規格、

７P コネクタで装備さ

れている場合、灯火器

を取付けるときに使用

します（※１）

150630*000 スクレーパ ASY；１．５
路面上の突起物による

破損・エッジの磨耗を

防止します。 
スムーズな作業に効果

的な樹脂製スクレーパ

です。（※２） 
ＡＳＹで片面分となり

ます。

150631*000 スクレーパ ASY；１．８

122604*000 スクレーパ ASY；２．１

122605*000 スクレーパ ASY；２．４

166198*000 パイプ Aｓｓｙ

ABR1562 と組合せて

装着することで GPS
レベラーの精度向上に

活用できます。装着方

法はアタッチメントに

付属の組立要領書に記

載されています。

※１	本機は日農工標準規格に準じた配線および８Ｐ

コネクタを採用しています。コネクタが合わな

い、もしくはトラクタ側の灯火器と連動しない

場合は「6-2 配線図」を参照し正しく結線され

ているか確認のうえ、販売店にご相談ください。

※２	スクレーパの取付要領

（１）	サラボルト；Ｍ１２×３５をはずし、エッジを

取りはずしてください。

（２）	スクレーパをブレードとエッジの間にはさみ、

サラボルト；Ｍ１２×６５で固定してください。

※３	オプション品は別紙部品表の部品番号で注文

願います。

取扱い上の注意

●	ＡＳＲ１５６２ サイドカバーアタッチメント

を使用されるときは、ブレードが進行方向に

対して垂直位置で作業をしてください。ブ

レード角度を変えての作業はしないでくださ

い。機械が破損する原因となります。
●	166198*000 パイプ Aｓｓｙを使用されるとき

はトラクタキャビンとの干渉に注意してくだ

さい。ロワーリンクがスイッチ操作で勢いよ

く最上部まで自動上昇する機構を持ったトラ

クタがあります。

	 手動で干渉の無いことを確認し、十分な余裕

をとって上がり規制を行ってください。

4

サイドカバーアタッチメント

ブラケットアタッチメント

パイプAssy
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５　トラクタへの装着

１.	３点リンクへの連結

 警 告

●	トラクタの３点リンクに作業機を着脱するた

めにトラクタを移動させるとき、トラクタと

作業機の間に人がいると、挟まれてケガをす

る事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

 注 意

●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

（１）	トラクタのエンジンを始動して、トラクタロ

ワーリンク先端部と作業機の左右のロワーリン

クピンの位置が合うまで後進して、トラクタを

とめてください。

	 エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてください。

（２）	左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラク

タに付いているリンチピンをロワーリンクピン

に差してください。

	 次に、右のロワーリンクも同順で行ってください。

（３）	左右のロワーリンクが同じ高さになるように、

トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。

（４）	トラクタロワーリンクの幅が狭い場合は、ロ

ワーリンクピンを内向きで使用してください。

（５）	トップリンクを取り付けます。

	 トップリンクの長さは、トップリンクピンに遊

びがある状態にします。

（６）	トラクタ中心に作業機中心がおおよそ一致す

る位置に、チェックチェーンでセットし、作業

機の横振れをなくしてください。

（７）	スタンドを上げ、デルタピンで固定してください。

２.	電装品の取り付け

（１）	灯火器コネクタの取り付け

	 トラクタの灯火信号取出コネクタと本機の灯

火器コネクタを接続してください。

	 本機は日農工標準規格に準じた配線および８

Ｐコネクタを採用しています。

	 （高馬力トラクタや海外製トラクタの場合、ト

ラクタ側外部電装品取出し口にＤＩＮ規格７Ｐ

コネクタを採用していることがあります。

	 オプション品のヘンカンハーネスを使用すれ

ば接続可能ですが、バック信号が出ていない

可能性があります。）

	 トラクタ側の灯火器の動作と連動しない場合

は、「6-2　配線図」を参照し、正しく結線さ

れているかを確認のうえ、販売店にご相談く

ださい。

	 また、トラクタによっては電装品を接続すると、リ

レーの容量が不足し、点灯しないことがあります。

	 トラクタのリレーの容量不足で電装品が点灯

しない場合には、販売店にご相談ください。

取扱い上の注意

●	トラクタに電装品の結線をするとき、エンジ

ンキーをＯＦＦにしないで行うとショートす

る事があります。

	 エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。
●	作業機側のコードは、作業機の動きに順応で

きる余裕を持たせ、また、他に引っ掛からな

いようにたるみを取って固定してください。
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２　運転を始める前の点検

機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。

１  運転前の点検

１.	トラクタ各部の点検

	 トラクタの取扱説明書に基づき点検を行ってく

ださい。

２.	連結部の点検

 注 意

●	点検をするとき、傾斜地や凹凸地または軟弱

地などで行うと、トラクタや作業機が不意に

動き出し、事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	点検をするとき、エンジンをとめずに、ある

いは駐車ブレーキをかけずに行うと、思いが

けない原因でトラクタや作業機が動き出し、

ケガをする事があります。エンジンをとめて、

駐車ブレーキをかけて行ってください。
●	点検をするとき、作業機を接地しないで行う

と、思いがけない原因で作業機が降下してケ

ガをする事があります。

	 作業機を接地して行ってください。

（１）	３点リンクと３点フレームの連結部点検

①	ロワーリンクピン・トップリンクピンのリ

ンチピンまたはベータピンは確実に挿入さ

れているか。

②	チェックチェーンは張られているか。

③	不具合が見つかったときは ､「1-5-1 ３点

リンクへの連結」の説明に基づき不具合を

解消してください。

（２）	電装コネクタの点検

 警 告

●	電気配線に断線や被覆の破れがある場合、漏

電やショートによる火災事故の原因となりま

す。

①	トラクタの電装コネクタと確実に接続され

ているか。

②	電装コードに余分なたるみはないか、また、

適度な余裕があるか。

③	電装コードに被覆の破れや、挟み込みによ

る断線がないか確認してください。

④	灯火器がトラクタのブレーキ、尾灯、後退

灯、ウィンカーと連動して点灯するか。

３.	リヤグレーダの点検

（１）	「5-1　点検整備一覧表」に基づき始業点検を

行ってください。

（２）	「5-2　消耗部品一覧表」に基づき消耗部品に

異常がないか、点検してください。

	 必要に応じて部品交換を行ってください。

２  エンジン始動での点検

 警 告

●	エンジンを始動するとき、周囲に人がいると、

思いがけない原因でトラクタや作業機が動き

出し、事故を起こす事があります。

	 周囲に人がいない事を確かめてから行ってく

ださい。

１.	トラクタ油圧系統の点検

	 トラクタ油圧を操作し、３点リンクを上昇し、

作業機を持ち上げた状態で、降下がなければ異

常はありません。

	 トラクタ油圧系統などに異常があるときは、ト

ラクタ販売店にご相談ください。



- 13 -

３  給油箇所一覧表

○	給油、塗布するオイルは、清浄なものを使用してください。

○	グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され新しいグリースが出るまでです。

No. 給 油 場 所 個所 潤 滑 油 の 種 類 交換時間 量 備 考

１ ブレード支点 １ ※ 集中給油グリース 4 種；2 号 使用ごと 適量 給脂

２ ロックピン １ 〃 〃 〃 〃

※ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　エポネックスＳＲ　Ｎｏ.２」または相当品をお使いください。
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３　作業の仕方

安全を確認して慎重に作業してください。

 警 告

●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	調整をするとき、傾斜地や凹凸地または軟弱

地などで行うと、トラクタや作業機が不意に

動き出し、事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	調整をするとき、エンジンをとめずに、ある

いは、駐車ブレーキをかけずに行うと、思い

がけない原因でトラクタや作業機が動き出

し、ケガをする事があります。

	 エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて

行ってください。

１  作業対象の範囲

１.	ほ場の均平

２.	苗床の造成

３.	農道の整備

４.	畜舎での糞出し

５.	除雪作業

２  各部の調整

１.	前後の傾斜角

	 通常ブレードの前後の傾斜角は機体を横から見

てメインフレームを水平にした状態で使用しま

すが、作業条件により、傾斜させる場合は、トッ

プリンクを伸縮させて行います。

２.	ブレード角

	 ブレード角度は５段階に調整できます。まず、

フレームに付いているロックピンを引き上げ回

転させ、ロックを解除します。

	 次にブレードを希望する角度まで動かし、再度ロッ

クピンを挿入して固定することで調整します。

	 最後に、プレートの調整穴にロックピンが入っ

ていることを確認してください。

取扱い上の注意

●	ロックピンの差し込みが浅い状態で作業する

と、プレートの調整穴の変形やその他機械の

破損に繋がるおそれがあります。ロックピン

を確実に差し込んでから作業してください。
●	オプションのＡＳＲ１５６２ サイドカバーア

タッチメントを使用されるときは、ブレード

が進行方向に対して垂直位置で作業をしてく

ださい。ブレード角度を変えての作業はしな

いでください。機械が破損する原因となりま

す。

ワリピン

ワッシャ

スプリング

ロックピンメインフレーム

ロック解除位置

作業位置

※上方より

※後方より
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４　作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

 警 告

●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	作業後の手入れをするとき、傾斜地や凹凸地

または軟弱地などで行うと、トラクタや作業

機が不意に動き出し、事故を起こす事があり

ます。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	作業後の手入れをするとき、エンジンをとめ

ずに、あるいは、駐車ブレーキをかけずに行

うと、思いがけない原因でトラクタや作業機

が動き出し、ケガをする事があります。

	 エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて

行ってください。
●	調整や付着物の除去などをするとき、エンジ

ンをとめずに、あるいは駐車ブレーキをかけ

ずに行うと、思いがけない原因でトラクタや

作業機が動き出しケガをすることがありま

す。エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけ

て行ってください。

１　作業後の手入れ

１.	機械の上にかかっている雪等は、きれいに取り

除いてください。

２.	ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか。

	 また、破損部品がないか確認してください。

	 異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換を

してください。

３.	塗装されていない露出部は、さびを防ぐためグ

リースを塗布してください。

４.	「5-1　点検整備一覧表」「5-2　消耗部品一覧表」

に記載の項目について点検してください。

５.	各部の給油箇所は「2-3　給油箇所一覧表」に

基づき給油してください。

２　長期格納するとき

１.	機械各部の清掃をしてください。

２.	「5-1　点検整備一覧表」「5-2　消耗部品一覧表」

に記載の項目について点検してください。

	 摩耗した部品、破損した部品は交換してくださ

い。

３.	「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給

してください。

４.	塗装損傷部を補修塗装、または、油を塗布し、

さびの発生を防いでください。

	 また、電装コネクタの端子には市販の防錆材を

スプレーして下向きに保管してください。

５.	格納は風通しの良い屋内に保管してください。
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５　点検と整備について

調子よく作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、「5-1　点検整備一覧表」「5-2　消耗部品一覧表」に基

づき、各部の点検整備を行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行えるようにしてください。

 警 告

●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	点検・整備をするとき、傾斜地や凹凸地また

は軟弱地などで行うと、トラクタや作業機が

不意に動き出し、事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	点検・整備をするとき、エンジンをとめずに、

あるいは駐車ブレーキをかけずに行うと、思

いがけない原因でトラクタや作業機が動き出

し、ケガをする事があります。エンジンをと

めて、駐車ブレーキをかけて行ってください。

１　点検整備一覧表

時 間 項 目 処 置

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め

使 用 ご と
（始業終業点検）

機械の清掃

部品脱落・破損部 補充、交換

各部のボルト・ナットのゆるみ 増し締め

リヤランプ・バックランプ 動作確認

シーズン終了後

各部の破損、摩耗 早めの部品交換

各部の清掃

塗装損傷部 塗装または油塗布

リヤランプ・バックランプ 動作確認

２　消耗部品一覧表

区分 No. 部品番号 部品名称 個数 備考

ブレード

1 1210941006 エッジ；７６０（１５６２） 4 エッジは、消耗部品です。上

下面で使うことができますの

で片側が磨耗した場合、逆向

きに組み替えて使用してくだ

さい。

2 1210951006 エッジ；９１５（１８６２） 4
3 1210941006 エッジ；７６０（２１６２） 4
4 1210931006 エッジ；６１０（２１６２） 2
5 1210951006 エッジ；９１５（２４６２） 4
6 1210931006 エッジ；６１０（２４６２） 2
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６　不調時の対応

 警 告

●	配線に損傷があると、発煙・発火につながる

おそれがあります。

	 損傷がある場合には作業を中止し、部品交換

を行ってください。
●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりするときは、台などで降下防止

をして行ってください。

	 　守らないと、作業機に挟まれて、死亡また

は重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	不調対応処置・点検・整備をするとき、傾斜

地や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラ

クタや作業機が不意に動き出し、事故を起こ

す事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	不調対応処置・点検・整備をするとき、エン

ジンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキを

かけずに行うと、思いがけない原因でトラク

タや作業機が動き出し、ケガをする事があり

ます。

	 エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて

行ってください。

１　不調処理一覧表

症　　状 原　　因 処　　置

リヤランプ・バック

ランプが点灯しない、

もしくはトラクタ側

の動作と連動しない。

● コードの接続不良または断線。
● ランプの破損。
● バッテリ劣化による電圧の低下。

● 本機およびトラクタの配線間違い。

● 補修または部品交換。

● バッテリ電圧（１２V）の確認、充電、

交換。
● 配線の確認。

原因や処置の仕方がわからない場合は、下記事項とともに購入先にご相談ください。

１.	製　品　名

２.	部品供給型式（型式）

３.	製造番号

４.	故障内容（できるだけ詳しく）
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２　配線図

作業機

トラクタ

白赤緑 黄 茶黒

1 6 5 3 2 4

VC
TF

0.
75

-6
芯

571643

黒 茶黄緑 赤 白

１；緑／ウィンカー（左）

２：茶／バック

３；黒／アース

４；白／ウィンカー（右）

５；黄／テール

６：赤／ブレーキ ３

３

４

４

７

７

５

５

２

２

６

６

１

１

８

３
４

７

５

２

６

１

８

１；黒／アース

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

１；黒／アース

２；あき

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

８；あき

３：白

２：赤１：青

４：緑

(テール) (ブレーキ）

(アース)(ウィンカー）

VC
TF

0.
5-

2芯
右

バック

右左

緑

黒

赤
白

白赤

白

緑 黄 茶黒

赤

黒

緑

トラクタ

3
1
2
4 4

2
1
3

3 4 6 1 7 5

VC
TF

0.
75

-6
芯

VCTF0.5-4芯VCTF0.5-4芯

12
黒 白

(ウィンカー） (アース)

(ブレーキ）(テール)

４：緑

１：青 ２：赤

３：白

3 4

122 1

43

12

(バック)

１：黒 ２：白

(アース)

160134*000

コード；２７００×１１００×１７０
160755*000

リヤランプ；カク

160134*000
リヤランプ；カク

160135*000
バックランプ；カク

160403*000
ヘンカンハーネス

オプション

※日農工標準規格

※日農工標準規格

※ＤＩＮ規格

※ハーネス（又は電装品）は、別紙部品表の部品番号で注文願います。
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［付属］灯火器ハーネスの接続について（トラクタ側のコネクタ種類別）

トラクタ側の灯火器コネクタが日農工規格（８Ｐ）ではない場合、コネクタの種類に応じ、オプション部品の

使用や、配線の差し替えが必要です。下記の必要な対応に従って、灯火器ハーネスを接続してください。

後退灯出力配線のないトラクタの場合は、トラクタ販売店にご相談ください。

１.	トラクタ側コネクタの種類と必要な対応

トラクタ側コネクタの種類 必要な対応

① 日農工規格（８Ｐ） 標準装備のハーネスで接続可能です。

② ＤＩＮ規格７Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」が必要です。

③ ８Ｐ（①以外） 配線一覧表に基づき、作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

④ ６Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」と、オプションの「チュ
ウカンハーネスＣＰ；コウドウ」が必要です。また、配線一覧表に基づき、
作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

２.	オプション部品一覧（コネクタのピン配置は接続面方向から見た図です）

（１）	160403*000　ヘンカンハーネス

日農工規格（８Ｐ）メスＤＩＮ規格７Ｐ７／５８Ｌ

６／５４

５／５８Ｒ
４／Ｒ

３／３１

２／５４ｇ

１／Ｌ

1 8

72

3 6

54

（２）	163037*000　チュウカンハーネスＣＰ；コウドウ

８Pオス

６Pメス

６Pオス

ＤＩＮ規格７Ｐ ７／５８Ｌ

12
3

4 5 6

コ
ウ
ド
ウ

バ
ッ
ク

1
3

2

4
65

1
23

4

5
6

8
7

ギボシ；メス

１／Ｌ

２／５４ｇ

３／３１

４／Ｒ
５／５８Ｒ

６／５４

※ハーネスは、別紙部品表の部品番号で注文願います。

【 配線一覧表 】

ヘンカンハーネス、チュウカンハーネス CP；コウドウ　　

コ
ネ
ク
タ

８Ｐ
６Ｐ
オス

６Ｐ
メス

ギボシ
メス

DIN 規格
７Ｐ

灯火器動作
配
線
色

ト
ラ
ク
タ

日農工規格
（出荷時）

ヰセキ クボタ 三菱
ヤンマー
（出荷時）

三菱
クボタ

（出荷時）
－ －

方向指示左 緑

端
子
番
号

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ － １／Ｌ

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ － ６／５４

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ － ５／５８Ｒ

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ － ４／Ｒ

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース － ３／３１

バックランプ 茶 ７ ４ ６ ※ ※ ※ ※ １ ２／５４ｇ

※：トラクタ販売店にご確認ください。







調　整 Ｓ－２５１２２４Ａ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233


